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「標準化人材情報Directory （STANDirectory） 」の公開状況

• 2024年６月に「規格開発・交渉人材」の情報を検索できるデータベースを公開。各人材のコンタクト
先や、ISO/IEC等の標準化活動経験、対応可能な支援内容等を一覧で表示。8月下旬に「知財・標準化
一体サポート人材（弁理士）」の情報を検索できる機能を追加。

• 現在、「規格開発・交渉人材」156名、「知財・標準化一体サポート人材」17名を公開。

• 今後、「標準化戦略人材」、「普及・啓発人材」等の登録項目の整備や、 アカデミア人材の登録等に
より、更なる充実を図っていく。

➢ 人材情報は、産業分野、標準化活動経験（ISO、IEC等）、
関連資格の保有状況等の条件を入力して検索が可能。

➢ 標準化人材は、一定の要件を満たす人材のみを掲載。
規格開発・交渉人材の場合、①標準化活動経験あり、②関
連資格（規格開発エキスパート、規格開発エキスパート補）
を保有、③関連する国の研修の受講、のいずれかを満たす者が
登録可能。

➢ 標準化人材へのアクセスによる負荷も考慮し、各人材へのアク
セス先は、所属団体の窓口を設定することも可能。

STANDirectory URL: https://standirectory.go.jp/
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「標準化人材情報Directory （STANDirectory） 」の公開状況

⚫ 2024年６月～2026年1月末までに累計約38,000PVのアクセス。

⚫ 活用方法がわからない、という声に対して、活用例を公開。

⚫ 2025年度は、データベース拡張のため、ITU人材の登録について総務省と調整。また、大学や高専教員
へアカデミア人材の登録について働きかけを実施。

【アクセス数】

2024/6/3～ 2026/1/21

PV 37,832

平均滞在時間 3分48秒

【活用想定事例の公開】

⚫ より活用されるよう、使い方や活用例を公開。
⚫ 社内研修を実施する場合の講師探しや、オープン＆ク

ローズ戦略の立案のために活用されることを期待。

（使い方・活用例）
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ITU-Tの追加

• 標準化人材としてITU-T、ITU-R人材も登録できるよう、総務省や登録機関との調整を行い、

年度内の実装を予定。

（検索画面）

「ITU」で検索可能

「ITU」タブを追加

（個人ページ①）

（個人ページ②）

＜勧告番号＞ ※イメージ

SG1 『周波数管理』関係
SG1/WP1A 『周波数管理』関係
SG1/WP1B 『周波数監視』関係
SG1/WP1C 『周波数計画』関係
SG3 『電波伝搬』関係
SG3/WP3J 『基本伝搬』関係

SG3/WP3K 『ポイントーエリア伝搬』関係
SG3/WP3L 『電離圏伝搬及び無線雑音』関係
SG3/WP3M 『ポイントーポイント及び地球ー
宇宙伝搬』関係
SG4 『衛星業務』関係
･･･

ITU-Tに即した規格や委員会体系
で登録可能
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